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第 63回全日本鍼灸学会 学術大会 
2014年5月16日～18日、「いのちの源をみつめる鍼灸」と題した63回目の学術大会が、愛媛・

松山市にて開催されました。愛媛といえば、道後温泉、お遍路、松山城、そして、お灸です。今学会

では、お灸に焦点を当てたプログラムが大変充実していました。 

█ 背中が語る、民間療法としてのお灸 

「養生のために自らお灸をすえてきた地元の人々の姿から、生活に根付いたお灸の実態を目の当たり

にすることができた」。道後温泉本館ではなく、あえて地元民がよく行くという銭湯に行ってみたという先

生（女性）の感想です。洗い場で地元の婦人方の背中を見てびっくり。並んで腰掛ける婦人のどの

背中にも、大きな灸痕が幾つもあったそうです。開催地、愛媛ならではの体験だったのではないでしょう

か。 

2 日目に開かれたシンポジウム「お灸のチカラ ～基礎から臨床へ、そして世界へ～」では、弊紙

2013 年 1 月号でも取り上げた、モクサフリカの活動についても報告されました。今回の発表を機に、

日本の鍼灸師の間での認知度が爆発的に上がったと思われます。お灸の価値を信じる双方にとっ

て、有意義な機会だったのではないでしょうか。また、会場では募金も行われました。弊社からはチャリ

ティーTシャツ欲しさに数名が募金し、後日送付されたT

シャツに大変喜んでおりました。 

█ 商業展示エリアも大盛況！ 

今学会でも弊社はもぐさをはじめ、鍼など自社商品の

PR のために出展いたしました。展示エリアは、学会受付

のすぐ裏側ということで、アクセス抜群！天井がガラス張

りで大変明るく、開放感溢れる雰囲気の会場でした。そ

のためか、たくさんの先生方にお越しいただけました。日

本一黄金山など、山正のもぐさを治療に使用いただいて

いるというお言葉も多くいただけ、嬉しい展示となりまし

た。冒頭写真の展示員は、松山城のはっぴを着用して

いたため、スタッフと間違えられて展示業者とは思われな

かったそうです。その他、「もぐさんに似た社員」がいたとい

う目撃情報がありましたが、その真相は・・・！？ 

中日には、ひねるとポンジュースが出てくる蛇口が登場し

話題となりました。宿泊先の朝食でもフレッシュなみかんジュースを飲

むことができ、愛媛県のみかん王国としての顔も楽しむことができまし

た。 

█ 来年は福島県で開催 

来年は福島県で開催されます。県イメージキャラクターのキビタンが来場し、県の魅力を PR しました。

三重、福岡、愛媛に続き、3大会ぶりの東日本での開催となります。弊社も参加者の一員として、今

後も活気ある、有意義な学会となることを祈っております。 

 
 

お待たせしました。2014 年夏バージョンの期間限定もぐさ

ん壁紙、配布中です。画面左に映り込む大きな影は、も

しや昨年大ブームとなったあの謎の巨大生物・・・！？もぐ

さん、ピンチです。 

http://www.moxa.net/mogusan.html  

NEO   

厚生労働省は今年

6 月、単回使用の

医 療 機 器 （ 器

具）については、特

段の理由がない限

り再使用しないよう

求める通知を発出

しました。 

弊社が販売する管理医療機器「NEO ディスポ鍼」も、単

回使用医療機器に該当します。添付文書の記載を守

り、再使用を行わないようにしてください。 
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点灸用もぐさ「ヒマラヤもぐさ」（1 面右下参照）を発売して 1 年以上が経ちまし

た。展示会などでご紹介させていただくと、珍しいというだけでなく、品質の面でも高

評価をいただけることが多く、弊社も嬉しく思っております。昨年 7 月号で既にご紹

介させていただいた通り、ネパールと弊社には“ご縁”があります。ネパールに一度灯

った鍼灸の明かりが消えてしまわぬよう、もぐさ作りを通して鍼灸がネパールに根付く

まで、少しずつでも活動を続けていきたいと考えています。今年もネパールへ渡航

し、人々と交流してきました。数々の美しい風景写真とともに、少しでもネパールを

感じていただければと思います。 

カトマンズから離れた農村へ、よもぎの採集状況を調査しにいきます。農村地帯で

は、写真のような未舗装の細い道が主。車は使えません。 

川を渡るための吊り橋です。スケスケで足下の景色が良く見えます。こんな吊り橋も

バイクで颯爽と渡ってしまう現地人。社員は恐かったので、バイクから降ろしてもら

い、歩いて渡ったそう。 

のどかな段々畑の風景。のんびりとヤギが佇んでいます。渡航した時期は雨季。あ

まり天気がよくありません。ネパールといえばヒマラヤ・エベレストですが、離れているた

め肉眼で小さく見える程度だそうです。残念ですね。 

よもぎはこんな風にして生えています。ちゃんと葉裏に毛があるかどうかを確認。（ネ

パールには毛の無いよもぎがあるので注意！）あまり背は大きくないようです。 

庭でよもぎを干します。家族総出でお手伝い。晴れると空はこんなに青くなります。 

丘の上から、カトマンズ市街の眺め。天気がよいと、山並みの向こうにヒマラヤ山脈

が見えます。ネパールのよもぎがよく育ちますように、と祈りながら、旅を終えました。 

 

アップリケ、似顔絵、キャラ弁など、皆さんお手製のオリジナル「もぐさん」を募集

しています。力作、ユニークな作品など、ぜひご投稿ください。投稿はメールで、

info@moxa.net へ、または「もぐさんブログ」へのコメントでお知らせください。 

    

たくさんの写真を紹介したかったので、2面はネパールの写真ばかりになってしま

いました。渡航した社員の言葉で印象的だったのは「空が近い」というもの。カ

トマンズは標高 1,300m だそうですが、日本で最も高い場所に市役所がある

のが長野県茅野市で、801m。これより500mほど高い計算になります。そん

なネパールの空の青さは格別ですね。私も一度は訪れたいと思う国です。 

（樋口） 
 


